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ダストトレイル内の流星サイズ分布の研究
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�� はじめに

����年 �月 ��日、ペルセウス流星群の �回帰ダ

ストトレイルによる流星活動を電波観測（���）で

検出した。���のデータを解析した結果、流星数の

ピーク時刻より流星エコーの継続時間のピークが約 �

時間遅れていた（図 �）。これは、ダストトレイル内の

大きな流星体 �流星となるダスト	のピークが、通常

の流星体のピークよりも遅れて現れたためと考えられ

る。すなわち、ダストトレイル内の流星体のサイズに

よって、その空間分布が異なっていると考えられる。

そこで、我々は、眼視データと電波データを合わせて、

ダストトレイル内でのサイズごとの空間分布の差が検

出できるかどうかを調べてみた。

�� 研究方法

解析には、長野高専の天頂向き 
素子 �スタックア

ンテナ ���
� �������	を用いた。このアンテナは、

指向性が極めて強い �半値幅約 ��度	ビームアンテナ

であり、明るい流星の流量測定が可能である。

図 � �素子����アンテナによるペルセウス流星群

の電波観測：�上	流星数、�下	エコー継続時間

研究の対象は、ダストトレイルに伴う流星活動の予

報に成功したもの、あるいは、ビームアンテナの出来

た ����年以降、日本から観測可能だったものとする。

その結果、表 �のように �つのケースについて、詳

しく解析してみた。��	����年ペルセウス座流星群に

おける ����年ダストトレイル。��	����年しし座流

星群における ����年ダストトレイル、および、��）

����年しし座流星群における ����年ダストトレイル

について、ダストトレイルの最接近時刻の前後数時間

を解析した（表 �参照）。

解析の方法は、������の出力画像から流星の継

続時間を計測する自作のソフトを使用し、継続時間が

�秒 ���	、�、�秒 ���	、
、�秒 ���	、��、�
、��

秒以上 ����	の �段階に分け、それぞれの継続時間 ��

の流星個数��を ��分間ごとにカウントした。��秒

以上のロングエコーが出た場合は、継続時間 ��が短

い流星がかき消されてしまうので、次の補正方法で補

正する。継続時間 ��秒の補正した ��分あたりの流星

数 ���は、実測の流星数を��とすれば、

��� � �� �
���

����
�

���

����

とする。最後に、��分ごとの移動平均して平滑化する。

�� 結果と議論

継続時間 ��ごとの流星数 ���と、眼視データによ

る ���の時間変化を図 �、�に示した。左の主軸は

��分あたりの継続時間ごとの流星数、右の第 �軸は

���の値、横軸は時間に対応している。

まず、����年ペルセウス座流星群について、眼視

データのピークは午前 �時頃と、予報時刻と良く一致

した鋭いピークが観測されている ���� ����	。電波

観測 ����	によるピークは広がっていて、明瞭でな

いが予報時刻より遅れていている。継続時間 �秒の個

数��は予報時刻から �時間��時間半後にピークを



流星群 母天体 放出年 最接近予報時刻 ����� 予報者

しし座流星群 ������ テンペルタットル彗星 �	�� ����
��
�� ����
 ��������

ペルセウス座流星群 ������ スイフトタットル彗星 ���� ����
�
�� ����
 ��������

しし座流星群 ������ テンペルタットル彗星 �	�� ����
��
�� ����
 ��������

表 � 解析対象

図 � ����年 �月 ��日 � !�	、ペルセウス座流星

群" 継続時間 ��ごとの流星エコー数 ���の時間変化

�左の軸	と ���眼視データの ���の時間変化 �右

の軸	

図 � ����年 ��月 ��日 � !�	、しし座流星群：継

続時間��ごとの流星エコー数 ���の時間変化 �左の軸	

と ���眼視データの ���の時間変化 �右の軸	

迎え、継続時間 �秒以上の個数�� � ���は �時間

半��時間半ほど後にかけて増加する、という傾向に

ある。

一方、����年のしし座流星群については、眼視デー

タのピークは不明瞭であるが予報時刻より遅れている

ようだ。電波では、�～�秒の短いエコーは眼視データ

よりやや遅れて小さなピークを迎え、
秒以上の長め

なエコーは、予報時刻の前後に現れるように見える。

以上の結果から、流星群のダストがサイズごとに分

布していると言うことができる。なぜなら、検出限界

等級は、眼視では �#
等以上に対し、しし座流星群や

ペルセウス流星群における���データでは �等ほど

なので、それぞれのピークの時間差は、そのままダス

トサイズの空間分布の様子を示しているものと考えら

れるからである。

����年のペルセウス座流星群は、まず予報時刻に

比較的暗い流星が増加し、次に���で検出可能な明

さの流星、さらにその後、エコー継続時間の長い明る

い流星が増加する、というサイズによるピーク変化が

見られる。

����年のしし座流星群では、確定的ではないが、ま

ず明るい流星が予報時刻の前後に現れ、その後、���、

�等の暗い�やや明るい流星が混ざって現れる、とい

うサイズ分布をしていたと考えられる。なお、����年

のしし座流星群では、明瞭なピーク活動がわからず、

議論出来なかった。

�� まとめ

����年ペルセウス座流星群、および、����年、����

年しし座流星群に伴うダストトレイル内のダストサイ

ズ分布を、���データと眼視データを比較すること

で調べた。その結果、����年のペルセウス座流星群

ではダストの空間的なサイズ分布を検出することがで

きた。

����年ペルセウス座流星群の解析結果で、流星数

のピーク時刻より流星エコーの継続時間のピークが約

�時間遅れていたということについて、エコーの継続

時間がピークを迎える �時頃、継続時間が �～�秒の

やや明るい流星が増加している �図 �、�	。エコーの

ピーク時刻の遅れは、明るい流星が通常の流星ピーク

より遅れて出現した事による。

ペルセウス座流星群、および、しし座流星群の解析

結果が異なる様相をしていることから、ダストトレイ

ルごとにサイズ分布の様子は異なっていると言える。

����年ペルセウス座流星群では、月面衝突発光が検

出された。そのデータを用いれば、月と地球の位置関

係から、ペルセウス座流星群のサイズ分布がどのよう

な広がりの様子をしているのかを推測することができ

る。そのことをさらに突き詰めて研究していきたい。
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